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旨
緒 話
 中枢神経系特に感覚系における興奮伝達の問題については近年かなりの注目が払われてきた。
 外側膝状体は視覚系の単なる中継所ではなぐ,ここにおいて視覚信'号がかなりの調節をうけるこ
 とが次第に明らかにされてきた。即ち,1959年LOngは視神経刺激により生じる外側膝状
 体誘発電位が網様体刺激後その大きさを増すと報告した。その後,Dほmontら(↑960)及
 び鈴木ら(1961)により,外側膝状体シナプス伝達は網様体刺激により促進されることが判
ユ
 明した。他方,widen及びAj皿one-Mar8巳n(1960)は大脳皮質条件刺激が視索刺激
 又は光刺激による外側膝状体ニュー・ノのスパイク放電を抑制又は促進するが,抑制的効果を示
 すほうが優勢であったと報告した。
 この実験の目的は外側膝状体誘発電位に対する大脳皮質刺激の影響を検討すること,及び外側
 膝状体シナプス伝達に対する調節機構を調べることである。
実験方法
 局所麻酔下に沿いてFlaxe邑ilで不動化した成猫の視索及び外側膝状体に双極銀線電極を
 定位的に挿入した。視索刺激は単発刺激で0.02m8ecのdurationである。皮質刺激には
 単極銀球電極を用い,関電極は皮質に,不関電極は頭蓋においた。皮質条件刺激は単発刺激で
 ろmsecのdura七ionである。視索刺激による誘発電位は外側膝状体で記録し,実験終了後,
 脳を10%ホルマリンで灌流し,凍結切片として組織学的に電極の位置を同定した。
実験結集
 外側膝状体誘発電位は2つの成分からなっている。第1の成分は陽性一陰性波でシナプス前成
 分である。第2の成分は第1の成分に続く陰性ヨ陽性波でシナプス後成分である。この2成分の
 形と極性は記録部位により変化するが,P・0・BishOpらのいう典型的な外側膝状体誘発電位
 が得られているとき,視索刺激を加える85mSeC前に条件刺激として向側の視覚領刺激を加
 えると,シナプス前成分は殆ど全く変化しないが,シナプス後成分は著明に減少した。
 シナプス後成分の減少が皮質条件刺激と視索試験刺激との刺激間隔によりどのように変化する
 か調べてみると,シナ7'ス後成分の減少は刺激間隔が80～120msecのとき最も著しく,刺激
 間隔が120皿8ec以上に左ると次第に小さぐ左る。この効果は皮質刺激後数百m8ec(約700
 msec)まで続く。シナプス後成分の減少は最大・対照の約22%にまで達した。ζれに対し・
 シナプス前成分はこの実験条件では殆ど全く変化しなかった。皮質刺激の強さを一定にして視索
 刺激の強さを変化させた場合と皮質刺激を加えない対照実験とを比較しても,皮質刺激が外側膝
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 状体シナ7'ス後成分を選択的に減少させることは明らかであった。
 この皮質一膝状体効果をひきおこす効果点の大脳皮質上の分布は,両側半球の比較的限局した
 部位,つまり視覚領及びその周辺に限られていた。即ち,同側皮質に細いては,gyrUS
 la七erah8及びgyru8Supra8yユviu8の中部及び後部に寿いで効果がみられ,gyrus
 ec七〇菖ylviusにおいては皮質刺激の効果はみられなかった。他方,対側皮質にお・いては効
 果点の分布は一層限局していて,gyru8ユateraユi8の中部及び後部とgyrus臼upra-
 8y'lviusの内側部にかけて存在した。対側のgyrus8uprasy工viu8の外側部では皮
 質刺激の効果は得られなかった。また,この効果の程度は対側皮質でより同側皮質で強かった。
 また,Talbo七及びWoo18eyのいう第2視覚領に寿げる刺激の方が第1視覚領刺激より,
 より大きな効果がひき出せる傾向がみられた。
考 按
 皮質刺激の外側膝状体シナプス伝達に対する抑制の機構は,可能性としては3つある。即ち,
 1)皮質刺激により皮質内の視放線が興奮する。興奮は逆伝導性に外側膝状体ニュー・ンを発火
 させ,その結果生じた陽性後電位によリシナブス伝達が抑希捻れる。2)皮質刺激により生じた
 視放線の興奮が逆伝導性に伝達された後に,外側膝状体の主要細胞のaxOncollatera1に
 よりシナプス伝達が抑制ざれる。5)皮質一外側膝状体線維により順伝導性に外側膝状体シナプ
 スに作用して真の抑制が起る。以上の5つの抑缶r機構のうちのいずれにより抑制が起っているの
 か判断する材料は,次の実験事実と文献的報告である。対側視覚領刺激によってもシナプス後成
 分は抑制される。皮質先行刺激と視索試験刺激との刺激間隔が数百msecであってもシナプス
 後成分は抑制される。また,この効果はTaユbo七及びWOoユ8eyによる第1視覚領でより第
 2視覚領で強い。OIleary'(1940)の報告によると,外側膝状体の主要細胞でaxonco-
 1ユa七eraユを有するものは殆ど存在しない。これまでに,対側視覚領と外側膝状体との間に
 何らかの線維連絡があると考えられる解剖学的事実はない。以」二の実験事実と解剖学的考察から
 考えて,皮質刺激による外側膝状体シナプス後成分の抑制は,視覚領を中心とする両側大脳皮質
 より,多シナプス性に順伝導性に外側膝状体シナフスに作用して起つた真の抑制であると考える
 ことが最も妥当である。
結
語
 猫の視索試験刺激による外側膝状体誘発電位に対する両側大脳皮質条件刺激の影響を検討した。
 外側膝状体誘発電位のシナプス後成分は,条件刺激と試験刺激とが80～1201n8ecの間隔を有
 するとき最も抑制ざれた。この効果は向側視覚領で最大であるが,対側視覚領に語いても効果は
 明らかに認められた。第2視覚領刺激が第1視覚領刺激よ匂有効であった。従って,外側膝状体
 シナプス伝達は多シナプス性の皮質一膝状体線維により抑制されると考えられる。
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 審査結果の要旨
 視覚系の伝達が外側膝状体で調節をうけることが最近明らかになって来たが,著者は猫の視索
 刺戟による外1卿膝状体誘発電位に対する大脳皮質条件刺戟の影響を観察し,委たその調節機構を
 険討している。
 即ち,局所麻蟻下,fbXeq且で不動化した成稿の視索及び外側膝状体に双極銀線電極を
 定位的に挿入し,視索刺戟は単発刺戟で0.02田sec刺戟して外側膝状体の誘発電位を描写し
 た。皮質・捌戟に1改単極銀封凝主徳を用い,不関電極は頭蓋誌⊂蒼き,単発刺戟で5msec刺戟した。
 実験終了後には脳を40%ホルマリンで潅流後凍結切片を作製して電極の位置を組織学的に同定
 している。
 外側膝状体誘発電位はシナプス前成分である陽・陛舛陰性波と,シナプス陵成分である陰性一陽
 性波からなるが,視索刺戟を加える煎に皮質観覧領刺戟を加えると,シナフ'ス後成分だけが著明
 に減少した。
 皮質条件刺戟と複索刺戟の間隔が80～12G田secの時にシナプス後成分の抑制が最も著
 しく,間隔が120皿8ec以上1てなるとン欠第に抑制効果:が・1・さくなるが,約790Elsecま
 では効果が認められた。抑制効果は最大,対照の2G%に達したが,これ{⊂免してシナプス赫成
 分は殆んど全く変化しなかった。皮質一膝状体効果をひき蔚こす効果点の大脳皮質上の分布は比
 較的限局して居り,視覚領及びその周辺に限られている。対側皮質では同側より一層限局し,そ
 の刺較による抑制効果が同1轍(ぐらべて弱いがやはり視覚領の刺戟で効果が鼻,られた。†た抑制
 効果け第1視覚領刺戟エリ是〕第2視覚領刺戟の方が大量かつた。
 以上の実験成績と,外側膝状体の主要細胞でaXOnco!la於ralを有すろものが殆んど
 存在したいと云う報告,対側観覧領と外側膝状体との間に線維連絡が解剖学的に認められていな
 いことから,皮質条係刺較による外画膝状体シナプス後成分の抑制欣,皮質一膝伏体練維にエっ
 て,多シナプス窪に順伝導性に作用ずる真の抑制と考えろのが晟も妥当としている。
 本研究は感覚系に於ける興奮伝達の解明に寄与するところが大きく,単位授与に値ずるものと
 考える。
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